
 

 

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）による支援活動 

 ～ 子どもたちが置かれた様々な環境へ働きかける支援 ～ 
 

 

        

 高知市では，平成 16年度から進めている『不登校を生じさせない学校づくり』の取り組み

の一つとして，平成 20年度にスクールソーシャルワーカー活用事業を導入し，本年度は７人

のスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）を配置しています。 

  

    

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）は，児童生徒の問題行動等の背景にある心の問

題とともに，家庭，友人関係，地域，学校等の児童生徒が置かれているさまざまな環境の

問題に対して，教育分野に関する知識に加え，社会福祉等の専門的な知識や技術を用いて

はたらきかけ，児童生徒及びその保護者が抱えている課題解決を図る役割を担っています。 

 

具体的具体的具体的具体的にはにはにはには    

☆ 子どもやその家庭の日常を把握している教職員と丁寧に検討を重ね，問題の背景にあ

るものを分析し，解決方法をいっしょに探します。 

☆ 経済的に困窮している家庭に，福祉で受けられるサービスを紹介します。 

☆ 本人や保護者に治療の必要な病気がある場合には，円滑に病院受診ができるように援

助します。 

☆ 地域の民生委員や子ども家庭支援センター，保健所，児童相談所など関係機関とのネ

ットワークを活用して支援します。 

☆ 地域のさまざまなサービスを紹介します。 

楽しい学級・学校づくりのために 第 43号          （平成 24 年 10 月 30 日発行） 

高知市高知市高知市高知市のスクールソーシャルワーカーのスクールソーシャルワーカーのスクールソーシャルワーカーのスクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）（ＳＳＷ）（ＳＳＷ）（ＳＳＷ）    

スクールソーシャルワーカースクールソーシャルワーカースクールソーシャルワーカースクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）（ＳＳＷ）（ＳＳＷ）（ＳＳＷ）とはとはとはとは    

スクールソスクールソスクールソスクールソ－－－－シャルワーカーシャルワーカーシャルワーカーシャルワーカー（ＳＳＷ）（ＳＳＷ）（ＳＳＷ）（ＳＳＷ）がががが支援支援支援支援にににに関関関関わることでわることでわることでわることで改善改善改善改善したしたしたした事例事例事例事例    

不登校となり家庭に

引きこもって，学校か

らの連絡は拒否され，

訪問しても全く会えな

くなっていたケース。 

スクールソーシャルワー

カー（ＳＳＷ）が粘り強く

訪問を重ねて関係づくりを

行った結果，教育研究所に

つなぐことができ，高校進

学をはたすことができた。 

小学生の頃から不登

校になり，中学校入学

後も全く登校しない状

態が続いていたケー

ス。 

スクールソーシャルワー

カー（ＳＳＷ）と教育研究

所の担当が連携して短期目

標を設定し，その目標を丁

寧にこなしていくことで，

学校への別室登校ができる

ようになった。 

学校との関係がうまく

いっていないケースでは

スクールソーシャルワー

カー（ＳＳＷ）が学校職

員でないという立場で面

会できる場合があり，保

護者の思いを聞き取りな

がら学校との橋渡し役に

なることができました。 



 

 

 

 

  スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）が，活動するうえで心がけていることや，これ

までの支援でうまくいった方法をご紹介します。支援の参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

欠席の状況が気になったり，養育の状況が心配

されたりする子どもや家庭がありましたら，教育

研究所もしくは拠点校のスクールソーシャルワー

カー（ＳＳＷ）にご相談ください。 

連絡先：高知市教育研究所教育相談班（TEL:088-832-4498・4497） 

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）の工夫とアイデア 

～ 子どもや家庭と関わる際のポイント ～ 

子子子子どもとのどもとのどもとのどもとの関関関関わりわりわりわり    

・ 子どもとつながれるツール（ゲーム，音楽）を探る。 

・ 子どもの興味・関心（アニメ・ゲーム，音楽の趣味等），抱える悩みや将来の夢，言

葉にできない声に寄り添うことから二者関係の構築を図る。 

・ 校内で一人でいる子どもには声をかけていく。 

・ 進路保障はＳＳＷの大事な役割。中学３年生には学習支援が有効。 

・ 子どもや保護者に自分のことをたくさん語ってもらうことを目的に関わっているた

め，子どもや保護者が発する言葉をいつも肯定的に受け止めるようにしている。 

・ 子どもと関わる時は，楽しい会話をすることを意識している。 

家族家族家族家族・・・・家庭家庭家庭家庭とのとのとのとの関関関関わりわりわりわり    

・ 家庭訪問は，その家庭や保護者の都合や要望を大事にし，決して無理な注文をし

ないように心がけている。 

・ 「お会いできてよかった」等の謝意をきちんとお伝えする。 

・ 学校や行政の人に訪問されるのを近所の人に見られたくない方もおられるので，

訪問の仕方に配慮する。（外で名前を呼んだりしない） 

・ 自宅で子どもの話をするのを嫌がる（２階で祖父母が聞いている等）方もいるの

で，別の場所で話をするなど配慮する。 

・ 面会困難な家庭への訪問の際は，手紙を用意するなど間接的アプローチでスクー

ルソーシャルワーカーの存在を示し，足跡を残す。 

・ 学校行事に参加した時は，気になっている保護者や子どもには積極的に声をかけ

ていく。 

・ 保護者との連絡がなかなか取れない場合は，兄弟姉妹の関係も視野に入れての対

応を考え，そのなかで家庭の生活の様子（仕事から帰るのは何時ごろか，休日は何

曜日か）を把握する。 

・ 母親とつながるために，母親の得意な事（例えば，よく利用する店のポイントカ

ードの作り方等）を話題にして，あまり話さない母親にたくさん話してもらえるよ

うにし，子どものことの話題が出るようにした。 


